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1 は じ め に
いま軍隊を文化人類学的視点から研究対象とする理由は何なのか。われわれは，イスラーム


















いのである])。つい最近出版された論文集『人類学と米軍J [FreseandHarrell2003J に よ る
と，文化人類学者で初めて軍隊を研究対象とする論文を公刊したのはラルフ・リントン
[Linton1924J で あ る 2) 。 第二次世界大戦後は一連の軍隊研究が続 く が， ま えが き[Hawkins
2003J に見 ら れ る 簡単な レ ビ ュ ー で紹介 さ れて い る 文献は10 冊に満た な ~ )3) 。 こ の点につ い


























2 人 類 学 の 展 開
人類学の学説についてはさまざまな議論があるが，ここでは研究対象の変化・拡大という視
点から人類学の歴史を説明したい。そうすることで軍隊，とくに在日米軍の研究の位置づけを
行いたい。対象の変遺による説明をここでは，対象の頭文字をとって「人類学の 3 PJ と 呼び






1950 年代に な る と ， 今度は農民(peasant) が研究の対象と し て確立 し てい く 5)。 こ れが第2
の PであるO未開だけでは物足りないというわけだ。シカゴ大学のロパート・レッドフィー
ルド [ 1 897-1958J な どが中心と な り メ キ シ コ研究が農民研究の先駆者と して位置づけ られて
いる。かれの最初のモノグラフがでたのは 1934年 [Redfield andRajas1934, ct.Redfield
1941J の こ と であ る O そ の後， レ ッ ド フ ィ ー ル ド の弟子た ち に よ っ て中国， イ ン ド ， 日本な ど
の「文明」へと対象が広がって行った 6)。イギリスでは，マリノフスキーの弟子で太平洋の島
テイコピアを調査したレイモンド・フアース[1 901-2002J が， マ レ 一人漁民の モ ノ グ ラ フ を
1946 年に刊行 してい る[Firth 1946J 。 農民研究の対象は， 文明， つ ま り 文字のあ る世界では
あるが，都市ではなく田舎である。シャニンら [Shanin 197 1] が指摘 し てい る よ う に ， 農民
社会とは部分社会 (part society) であ る O それは文明あ る い は国家の一部であ り ， 未聞社会の
ような自足・自立した社会としてとらえることはできないという認識に依拠しているO
1970 年代に な る と都市人類学が確立す るが， し か し ， 都市に行 っ た と し て も ， 結局人類学
はマイノリティを対象とすることになる o 1950 年代に始ま る ア フ リ カ を中心 と す る都市研究
は鉱山都市などにおける民族集団の関係や都市に移住してきた人々と母村 (homeland)との関
係などを主題として取りあげた7)。ここでは，私は第 3番目の Pとして pervertという言葉を
あえて使いたい。 pervertとは簡単に言えば「変態」である。一般的には， queer と い う 言葉
のほうがよく知られているだろうが，後で説明する理由から pervertという言葉を使う。この
3 つのP， こ の人類学の対象が， 今ま での人類学の変遷を端的に物語 っ てい る ， と私は理解 し
ている。
簡単にまとめれば，地域的な周縁性，つまり primitive (ヨーロ y パ社会を中心と す る世界の周
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ところで先ほどの pervertについてだが， pervert は動詞 と し て は ， I堕落さ せ る J ， I誤 ら
せる J， I性的に倒錯さ せる 」 な どの意味があ る 。 つ ま り ， normal に対 し て異常に さ せ る と い
うことであるO名詞は， I堕落者J ， I変態J ， I性的倒錯者」 と い う 意味であ る 。 こ の点につ い
てはすでに述べた。問題は， pervert の反対は何か， と い う こ と だ。Pervert と い う の は動詞
でもある。動詞の反意語は， convert であ る 。Convert と は， も ち ろん広い意味で変化さ せて
いくという意味はあるが，周知のように，われわれが一番理解しやすいのは，人を転向させる，
つまり改宗させるということであるO文明対未聞という対立において認められるのは，
convert の力であ る 。 つ ま り ヨ ー ロ ッ パが非 ヨ ー ロ ッ パ社会を改宗さ せてい く と い う 力であ る 。
それは隠喰的でもあるし，文字通りキリスト教に改宗させようという力や意志が作用している。
つまり， Convert に は， 権力者が他者を変え る ， 同化さ せ る ， と い う 意味が含ま れてい る O
それに対し， pervert は ， マ イ ノ リ テ ィ の世界がわれわれを変え る ， そ う い う 過程であ り ， そ
のような過程で働く異化 Verfremdung の力を前提と してい る O 人類学の対象の変換と い う 視
点において pervertという言葉にこだわるの以上のような理由からである O











































































1641 年に オ ラ ン ダ西イ ン ド諸島会社は ニ ュ ー ・ ア ム ス テ ル ダム の植民地で黒人奴隷た ち に
槍で武装させ，先住民たちと戦わせていた。 2年後の 1643年にはプリマスである黒人男性が，















独立戦争 0775-1883) が始ま っ た当初 ワ シ ン ト ン は陸軍か ら黒人を排除 し て い た。 英軍は
これに日を付け，黒人 300名を自軍に入隊させている。かれらはエチオピア連隊 Ethiopian













1812 年に はルイ ジ ア ナ州ですでに有色人種 (黒人) 自 由人の大隊(the BattalionofFreeMen
ofColor) がすで に存在 していて， そ こ に3 名の黒人士官がいた。 ただ し指揮官は白人であ っ
た。ニューヨーク州には 18 14年に，自由人あるいは奴隷を問わず 2， 000名の黒人を軍隊で募
集し，戦後解放した。
黒人奴隷解放という大儀があった南北戦争 086 1-1865) に お いて も ， 北軍 (陸軍) の リ ン カ ー





に変更され，合衆国有色部隊 (the UnitedStatesColoredTroops:USCT) が結成さ れた。 北軍
の間では黒人の忠誠については問題視されなかったが戦闘能力については疑問視されたし，給





えば， 1862 年当時， 11 万8 千人の う ち3 万人が黒人だ っ た。 黒人だけの部隊はなか っ たが，
船の中での分離を主張する者もいた。








住民からは恨まれた。しかし勇敢ゆえに Buffalo Soldiers と 呼ばれた 13) o
1877 年に は ウ エ ス ト ・ ポ イ ン ト の ミ リ タ リ ー ・ ア カ デ ミ ー か ら は じ めて黒人の学士， へ ン




40 万人以上の黒人が軍隊で働き ， そ のl 割が戦闘部隊に配置さ れてい た。 それ以外は， 湾
岸労働や兵枯などに関わっていた。 1， 300人以上の黒人が士宮に任命されたが，これは士官の
l パー セ ン ト 以下にす ぎな い。 ま た そ の地位 も高 く は なか っ た。 戦争が終わ っ て ヨ ー ロ ッ パ大
陸から帰ってきても状況は変わらなかった。 19 19年には黒人に対するリンチの数は増えたし，







陸軍で 3，600人強であった。 5名の士宮がいたが，そのうち 3名が従軍牧師であった。
第二次世界大戦が始まる 1941年，黒人 1 25万が陸，海，海兵隊に所属していた。しかし，
どこでも 1割を越えることはなかった。戦闘ではなく，兵枯など，労働者としての仕事が主で
あった。黒人は臆病だというレッテルがいつでもついて回っていたのである。




ノf 一 セ ン ト にす ぎなか っ た。
海軍の場合は黒人のみの艦船が 2隻準備されたが，戦闘部隊に配属されることはほとんどな
かった。陸軍の航空部隊 (the ArmyAirForce) につ いて は 194 1 年に黒人だけの編隊が組ま れ，
成功を収めた。 1 944年 12月には作戦上から統合部隊が提唱されたが，これは実現しなかった。







4 人 種 政 策 の 転 換
第二次世界大戦後，軍隊の人種政策に大きな変化が生じた。それが 1948年に発行されたト
jレ ー マ ン (Harry ShippeTruman) 大統領に よ る行政命令であ る 。 そ の背景は戦争直後 1945 年
9 月 に さ かのぼる O 当時の国防長官ロ パー ト ・C ・ パ ッ タ ー ソ ン (Robert C.Paterson) が 3 軍
の将軍からなる委員会を組織し，軍隊における黒人兵の有効な雇用についての審議をするよう
に命じたのである。この委員会は委員長の名にちなんでギッレム (Gil em)委員会と呼ばれた。
それが 1946年 4月に Utilization ofNegroManpo ωer inthePostw αr ArmyPolicy と し 1 う 報
告書を提出する。ここでは人種による差別などの撤廃を主張しているが，分離政策の存続を認
めていた。
1946 年12 月 に ト ルー マ ン大統領は市民権につ いての委員会を任命， そ の報告書 To Secure






































できる余力がなくなると，統合部隊の編成を余儀なくされたのであるo 1951 年3 月 に ， 朝鮮
半島で展開していた第 8軍団が統合政策を採択し黒人兵の参加を許した。周年の 7月 26日，
大統領の行政命令が発布されて 3年後に，陸軍は朝鮮，沖縄，日本本土で展開している陸軍に





許されず， 8 キ ロ も離れた学校にパス で通わな ければな ら なか っ た。 こ う し た状況を差別と み
なし， 1952 年に教育委員会を相手に訴訟す る 。 そ れ ま で は分離は平等 と みな さ れて い たが，
今回の判決で分離は平等に反するという判決が出たのであるO
その後， 1963 年の ワ シ ン ト ンD.C. での大行進， 1964 年の公民権運動の高ま り ， そ し て公
民権法の制定と続き，黒人たちの地位は格段に改善されてし1く。かくして， 1995 年の統計で
は，陸軍に限って言えば黒人の占める割合は 27.2パーセント，実に 4分の lを越える。下士
官だけでは 30.3パーセントになるOほかの部隊も，総兵士に占める黒人兵の割合は，海軍




































sitedethnography につ いて簡単に紹介 し た い。
これは 1 995年の Annual ReviewofAnthropology に ジ ョ ー ジ ・ マ ー カ ス が発表 し た ， 世界
システムにおける，もしくは世界システムについての民族誌を意味する O類似の概念として
1990 年に ， ア ル ジ ュ ン ・ アパデュ ラ イ が提唱 し た エ ス ノ ス ケ イ プethno-scape 論があ る 。 こ



































































絡することができるOこうなると， KDD な どの国際電話会社は関係な L 、。 7桁の内線で，自前の
ケーブルを使って，基地はほかの基地とつながっているOそれはホットラインのような特別の




たちがいる。そういう人たちのことを，ミリタリー・プラット (mi li tary brat) と い う 17) 。 祖父








































2 つ 目 の例は過去の歴史 と の関係であ る 。
岩国の station history ， つ ま り 基地の歴
史の紹介には，アメリカが入ってくる前の，
旧日本軍の基地の写真まで使われているO

















































追記本論は拙論「もう一つの在日米軍基地の人類学的研究をめぐって J (大阪大学 21世紀 COE









を集めた [Caforio 1998J や文献 レ ビ ュ ーを含む論文集 [Klimmel andPrlifert2000J を参照。
2) リ ン ト ンが書いた も の は， 論文と い う よ り は研究ノ ー ト に近い。 かれは軍隊の慣習に言及する
ことで， I未開 ( 卜 ー テ ミ ズム ) J を相対化 し よ う と し て い る 。 こ う し た視点は， 結果 と し て軍隊
の特殊性を強調することになるかもしれな~\。また，ラドクリフ=ブラウンが晩年に Stanislaw
Andrzejewski の Milit，α ry 0増α nizα tionα nd Society (1954) に序言を寄せてい る [Radcl iff e
Brown1998 (1 954) J が， 人類学と い う よ り も比較社会学の観点か ら書かれた文章であ る 。
3) 最近では [Hawkins 200 1] や [Lutz 200 1] な ど大部のモ ノ グ ラ フ が出版さ れてい る 。
4) さ ら に言えば， 西欧は社会学 (市民社会) ， 政治学 (国家)，経済学(市場)が(西欧の)過去は歴
史学が担当した [Wall erstein 1996J 。
5) peasant に は漁民 も入る ので， 厳密に は農民と訳すの は誤 り だが， こ こ で は慣例に従 う 。 第一
次産業従事者と訳すべきかもしれな L 、。
6) ただ し ， レ ッ ド フ ィ ー ル ド の調査は1926 年に始ま っ てい る か ら ， 農村調査と い う 視点は長期の
フィールドワークを核とする近代的な文化人類学の確立とほぼ同じ頃に始まったと考えることも
可能だ。 1940年代から 50年代における農村ならびに「文明研究」についての事情は， [Singer
1972J に詳 し ~ \ o 文明世界を対象に し た一連の研究の う ち こ こ では [Marriott 1955J を挙げて
おく。 Journa l ofPeasantStudies が公干iJ さ れ る の は 1973 年の こ と であ る 。
7) た と えば， [Epstein1953, 1992;Mitchell1956J な ど， ロ ー ズ ・ リ ビ ン グス ト ン研究所を拠点
とする研究を挙げることができる。 1960年代末から 1970年代にかけて都市人類学というタイト
ルの論文集が相次いで刊行されている(たとえば， [Eddy1968;Southall 1973, d.Cohen
1974J な ど) 。 ま た雑誌 Urbαn Anthropology が公刊さ れたの は 1972 年であ る 。
8) し たが っ て， 冒頭にあ げた在 日米軍をめ ぐ る 日本のマ ス メ デ ィ ア についての偏向は， 米軍側の
自己表象について触れていないという点で表象をめぐる物語の一部分でしかない。
9) こ の視点は， 会社な どいわゆ る近代社会の二次的集団を考察す る際に も有効であ ろ う 。
10) 以下の2 節は拙論 「米軍にお け る 人種政策 一一ー 一般社会 と の関係をめ ぐ っ てJ (竹沢泰子編
rl 人種」 の概念と実在性をめ ぐ る学際的基礎研究 (第 l 部) j 平成 1 3 '"'-' 15 年度科学研究費補助
金(基礎研究 (B) (2)) 研究成果報書) と一部重な っ て し帰 。
11) 以下の黒人兵の歴史に つ い て は， イ ン タ ー ネ ッ ト 上で閲覧 し たBennie J.McRaeAfric αn
AmericanMi lit， αry History (http://www.coax.net/people/lwf/aa_mh.htm. 2004 年1 月
20 日 ) に よ る と こ ろが大き L 、。また主要項目については [Weir 2004J を も参照 し た。 第二次世
界大戦の黒人兵や在日米軍については[古川・古 i l l 2004J が詳 し い。
12) 2000 年の国勢調査によ る と ， 総人口2 億8 ，142 万人の う ち ， 白人が2 億2 ，623 万人で82.2 パー
セント，黒人が 3， 531万人で 1 2 .8パーセントとなっている。
13) [DobakandPhilips2001;Leckie1967;Stovall1997J を参照。
14) 同 じ こ と は女性につ いて も生 じ ていた。 し ば しば指摘さ れ る こ と だが， 第二次世界大戦中， 前
戦に送られた男性の不足を補うために生じた国内での労働力の女性化が，戦後の女性進出や雇用
の機会均等を主張する動きの背景となった。
15) モ ス コ ス た ち は， こ の数字に反論 してい る 。 かれ ら に よ る と ベ ト ナ ム戦争にお け る戦死者総数
の 12.1パーセントが黒人であって，それは人口の割合にほぼ対応しているという [Moskos and
Butler1996:8J 。
16) Multi-sited ethnography につ いて は， Canberra Anthro ρology 1999 (現在は The Asi α
Pα cific Journ αl ofAnthro ρology) の最終号に特集が組ま れてい る 。 そ の後の展開につ いては
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[Marcus2000J 参照。 アパデュ ラ イ につ いては ほかに [Appadur ai 1992J を も参照。
1 7) ミ リ タ リ ー ・ ブ ラ ッ ト につ いては [Ender 2002,Wertsch199 1] を参照。
18) こ れについては [Cannon 1995J を参照。
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